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同カード導入を提案したのは市内でラーメン店を経営する武田政義さん（３６）。「他の都市で導入されたこと

をニュースで知り、自分の店も地域社会に喜んでいただける店にしたいと思った」という武田さんは、市議会

公明党の松本昌成議員に提案。 
 同議員は早速、昨年１２月と今年３月の市議会定例会で「子育て家庭と協力店舗の双方に大きなメリットが

ある」として同カードの早期導入を訴え、推進してきた。 
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まさなり 
ＮＮ ｅｅ ｗｗ ｓｓ  

蒲郡市議会９月定例会が９月８日開会され、平成１９年度一般会計

歳入歳出決算の認定や蒲郡市なくそう犯罪安全なまちづくり推進条例

の一部改正など３０議案５件の意見書を採択、２件の請願を不採択と

し、９月２６日閉会しました。又、第１７０臨時国会が２４日召集さ

れました。公明党の太田昭宏代表は「生活を守るのは公明党」との姿

勢を鮮明にし、国民生活や中小企業のための政策実現に全力を挙げる

考えを強調しています。私達も地方議員として現場に根差し、地域の

声をしっかり受け止め「生活応援団」として頑張って参ります。  

８月５日付の公明新聞に蒲郡

市で「子育て家庭優待事業」が

始まった事が掲載されました。

提案者である「台湾ラーメン 

宴友夜」の武田店長が紹介。現

在、市内 132 店舗等が協賛し

て頂いており、特典や優待サー

ビスを展開中です。 

生活者支援へ“緊急経済対策”  ・・・・定額減税で家計を守る！・・・・公明党が推進 

定額減税は所得税、住民税の納税者が対象です。納税額の多い少ないにかかわらず一定額を差

し引くことから、より所得の低い方に手厚くなります。前回は２兆円規模で実施。減税額は世帯

主が２万６０００円。専業主婦や子どもなどの扶養家族１人につき、１万３０００円でした。単

身者ならば２万６０００円、夫婦子ども２人の４人家族の場合、合計で６万５０００円でした。 

 

具体的な減税額は、物価高の影響や減税効果、財源などを考

慮して年末に決定します。定額減税の恩恵を受けられない方へ

の対応として、臨時福祉特別給付金の実施や各種生活者支援対

策の拡充が併せて盛り込まれています。 

ふるさと蒲郡応援寄付金条例が 9 月市議会で可決！・・・・3 月議会での質問が実現します。 

「ふるさと納税」制度は、生まれ故郷をはじめ、居住地以外の都道府県や市区町村への寄付金のうち

５，０００円を超える金額を、居住地の個人住民税額から最大１割まで差し引くものです。ふるさと納税制

度は税収の乏しい自治体の活性化策としても効果が期待されています。私が３月議会で制度導入を提

案したところ、金原市長より「ふるさと納税で寄附していただける方に対して、ホームベージなどによりア

ピールすることにより、多くの方々から寄附をお願いしていきたい。」と制度導入に対して前向きな答弁

を得ていました。 ９月２６日に条例が可決され、現在、ホームページ掲載等の準備中です。 

詳しくは市役所児童課へ 

http://www.sk.aitai.ne.jp/~kom-14/

